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７
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国
会
議
員
団
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
問
題
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
穀
田
恵
二
責
任
者
は
談
話
を
発
表
し

ま
し
た
。
（
以
下
が
談
話
の
全
文
で
す
） 

一
、
太
田
国
土
交
通
大
臣
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
工
事
実
施
計
画
を
認
可
し
た
。
こ
れ
は
、
大
規
模
で

深
刻
な
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
す
と
の
懸
念
を
一
顧
だ
に
し

な
い
も
の
で
あ
る
。
環
境
問
題
を
置
き
ざ
り
に
し
た
Ｊ
Ｒ
東
海

の
工
事
実
施
計
画
を
認
可
し
な
い
よ
う
求
め
る
自
治
体
・
住
民

の
声
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
強
く
抗
議
す
る
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
の
環
境
影
響
評
価
書
補
正
版
に
は
、
十
全
の
環
境

保
全
と
住
民
へ
の
て
い
ね
い
な
説
明
を
求
め
た
大
臣
意
見
に

さ
え
も
お
よ
そ
こ
た
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
。「
生
活
環

境
負
荷
低
減
策
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
ま
で
工
事
実
施
計
画

の
認
可
を
し
な
い
こ
と
」
（
大
鹿
村
村
議
会
意
見
書
）
な
ど
、

Ｊ
Ｒ
東
海
の
不
誠
実
な
対
応
に
対
す
る
不
信
と
懸
念
が
広
が

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
声
に
何
ら
こ
た
え
る
こ
と
な
く
、
認
可

を
し
た
国
の
責
任
は
極
め
て
重
大
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

一
、
工
事
実
施
計
画
の
認
可
と
実
際
に
工
事
に
着
工
す
る
こ

と
と
は
別
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
工
事
着
工
を
強
行
す
べ
き

で
は
な
い
。
南
ア
ル
プ
ス
を
貫
通
す
る
な
ど
環
境
破
壊
を
起
こ
す
工
事

を
、
住
民
や
関
係
自
治
体
と
の
合
意
は
お
ろ
か
、
ま
と
も
な
説
明
さ
え

も
し
な
い
ま
ま
強
行
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
に
は
「
地
方
公
共
団
体
及
び
住
民
の
理
解
」（
国
交
大
臣
意

見
）
を
得
る
義
務
が
あ
り
、
誠
意
あ
る
対
応
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
工

期
を
優
先
し
工
事
着
工
を
急
ぐ
Ｊ
Ｒ
東
海
の
方
針
に
対
し
て
「
懸
念
が

払
拭
さ
れ
る
ま
で
着
工
す
べ
き
で
な
い
」（
田
辺
信
宏
静
岡
市
長
）
な
ど
、

沿
線
自
治
体
か
ら
厳
し
い
批
判
が
相
次
い
で
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。 

穀
田
恵
二
議
員
は
、
１
５
日
の

衆
院
国
土
交
通
委
員
会
で
、
Ｊ
Ｒ

東
海
が
計
画
す
る
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
（
東
京
・
品
川
―
名
古
屋
）

に
つ
い
て
質
問
し
、
工
事
実
施
計

画
を
認
可
す
べ
き
で
な
い
と
指
摘

し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
東
海
が
国
交
省
に
提
出
し

た
環
境
影
響
評
価
書
の
補
正
版
で

は
、
リ
ニ
ア
建
設
に
と
も
な
う
環

境
破
壊
や
、
開
業
後
の
過
大
な
電

力
消
費
な
ど
を
指
摘
し
た
環
境
大

臣
や
国
土
交
通
大
臣
の
意
見
が
反

映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

穀
田
議
員
は
、大
井
川
の
流
量

減
少
（
毎
秒
２
㌧
）
で
影
響
を
受

け
る
静
岡
県
内
の
自
治
体
か
ら

「
ど
う
や
っ
て
水
を
戻
す
の
か

聞
き
た
い
。
説
明
が
な
い
ま
ま
の

着
工
は
許
さ
れ
な
い
」（
島
田
市
）

な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
Ｊ
Ｒ
東
海
が
長
野
県

や
県
内
の
自
治
体
が
求
め
る
環

境
保
全
協
定
の
締
結
す
ら
拒
否

し
て
い
る
実
態
を
示
し
、「
協
定

を
締
結
す
る
よ
う
指
導
す
べ
き
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中央新幹線整備の環境対策に対する要望 

 

リニア中央新幹線整備に向けた認可手続が

進められる中、恵那市内を通過するリニア中

央新幹線のルートは、延長１０ｋｍで、内ト

ンネル部約８ｋｍ、地上部２ｋｍが示されま

した。 

恵那市内の一部地域では、リニア中央新幹

線が半地下構造となる箇所があり、東京都～

名古屋市間では、他に例を見ない状況が予想

されています。 

このような状況の中、沿線住民は、工事中

及びリニア運行開始後の生活環境の悪化に不

安を感じており、対策を講じていただくこと

が必要と考えています。 

リニア中央新幹線整備は、日本の大動脈と

しての役割を果たす意味で重要であることは

理解しているものの、住民の理解なしに実施

することはとうていできません。 

現在、住んでいる方々への環境保全に努め

ていただくとともに、恵那市を窓口とした地

域住民への協議及び説明に努めていただくよ

う要望いたします。 

 

要望事項（詳細は略） 

１、騒音・振動対策 

２、水質・水量対策 

３、工事中の交通安全対策 

４、恵那市・地域住民への協議及び説明 

 

平成２６年１０月１０日 

    恵那市長 可知 義明 

だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

太
田
国
交
相
は
「
当
事
者
間
で
よ
く

話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と

無
責
任
な
態
度
を
と
り
ま
し
た
。 

穀
田
氏
は
、
こ
れ
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
東
海

が
開
い
た
沿
線
住
民
へ
の
説
明
会
で

は
「
参
加
者
が
手
を
あ
げ
て
い
る
の
に

途
中
で
質
問
を
打
ち
切
る
」
な
ど
の
不

誠
実
な
対
応
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
、「
住
民
側
の
意
向
に
誠
意
を

も
っ
て
こ
た
え
、
行
動
す
る
よ
う
指
導

す
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

国
は
、
自
治
体
・
住
民
の
不
安
に
こ

た
え
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
を
厳
し
く
指
導
・

監
督
す
る
べ
き
で
あ
る
。 

一
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
国
民
的
議
論
で
あ
る
。 

日
本
共
産
党
は
、
今
後
と
も
、
リ
ニ

ア
建
設
に
伴
う
環
境
破
壊
そ
の
他
の

問
題
に
不
安
を
持
つ
す
べ
て
の
自
治

体･

住
民
の
方
々
と
力
を
合
わ
せ
奮
闘

す
る
。 

 


